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それを同一化する〈同〉le Mêmeの、つまりはmoiの享受という動きは「～によって生きるvivre de …」
（TI,112）とも言表されている。jeとしてあらわされる「私」のすべては、世界から糧を得ることで
世界に依存しながらも自立的、自存的であるようなmoiのみによって構成されているのだろうか。「～
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、moiがsoi-mêmeであるとい
0 00 0 0 00 0 0 0 0 0 0 0 0 0
う事実を断ち切りたい
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0 0 0 0
という動詞の主語sujetであり、そのことによって属詞とされた存
在の運命に支配を及ぼす。存在を引き受ける誰かがいる。そしてこの存在は今やそのだれかの
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・DE ; “De l’évasion”, in Recherches philosophiques, V ,1935.
・EE ; De l’existence à l’existant, Fontaine, 1947 ; J.VRIN, 1981.
・TI ; Totalité et infini _Essai sur l’extériorité,Martinus Nijhoff, 1961 ; Livre de poche,1971.
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